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４月に６年生を対象に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果がまとまりましたので、その概要をお知

らせします（個人の結果については配付済みです）。学校といたしましては、今後、本調査の教科並びに児童

質問紙における調査結果から見て取れる成果や課題について分析し、学習指導等の改善に向け取り組んでま

いります。ご家庭におかれましては、家庭学習の一層の充実や生活リズムの改善に向けご指導いただきますよ

うお願いいたします。 
 

国語                全国の平均正答率と比較して同様の結果でした               

【内容別の正答率】 

区分 全道比 全国比 

言葉の特徴や使い方 やや下回っている 下回っている 

情報の扱い方 同様である 同様である 

話すこと・聞くこと 上回っている やや上回っている 

書くこと 上回っている 上回っている 

読むこと 同様である 同様である 

 

「上回っている」  ：＋３％以上 

「やや上回っている」：＋１～＋３％未満 

「同様である」   ：±１％未満 

「やや下回っている」：－１～－３％未満 

「下回っている」  ：－３％以上 
 

○正答率の高い問題                 🔴正答率の低い問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○目的に応じて、事実と感想、意見とを区別して書

くなど自分の考えが伝わるように工夫する 

〇目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり

関連付けたりして、伝えたいことを明確にする 

○目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を

決め、伝え合う内容を検討する 

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果 

🔴学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中

で正しく使う 

●文の中における主語と述語との関係を捉える 

●登場人物の相互関係や心情などについて、描写を

基に捉える 

正答数分布グラフ 

学校だより 特別号 
令和６年９月 2５日発行 
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Ｂ 書くこと・記述式問題 

【学校教育目標】 
よく考え 進んで発表する子 
やさしい心で 助け合う子 
責任を持って 最後までがんばる子 
命を大切にし 体を強くきたえる子 
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正答率の高かった問題               
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算数                全国の平均正答率と比較して同様の結果でした 

【領域別の正答率】 

区分 全道比 全国比 

数と計算 やや上回っている やや下回っている 

図形 やや上回っている 同様である 

変化と関係 上回っている やや上回っている 

データの活用 やや上回っている 同様である 

 

「上回っている」  ：＋３％以上 

「やや上回っている」：＋１～＋３％未満 

「同様である」   ：±１％未満 

「やや下回っている」：－１～－３％未満 

「下回っている」  ：－３％以上 

 
 

○正答率の高い問題                  🔴正答率の低い問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○速さの意味についての理解 

○問題場面の数量の関係を捉え、式に表す 

○角柱の底面や側面に着目し、５角柱の面の数とその理

由を、言葉と数を用いて記述する 

〇二次元表を読み取り、必要なデータを分類整理する 

🔴数量の関係を、□を用いた式に表す 

●小数で割るわり算で、除数と商の大きさの関係

について理解しているか 

●小数で割るわり算の計算 

●速さ、道のり、時間の関係について考察する 

正答数分布グラフ 
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１ (１) 正答 ア 
（問題場面の数量の関係を捉え、式に

表すことができるか） 

１ 一 正答 ３ 
（目的や意図に応じて日常生活の

中から話題を決め、伝え合う内

容を検討することができるか） 

Ａ 話すこと・聞くこと 

選択式問題 
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Ａ 数と計算・選択式問題 
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正答率の高かった問題               正答率の低かった問題 
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３ (４)正答例 
五角柱の面 ７つ 

わけ（例）五角柱には、底面が２つ、側面が５つあるからです。 

※本校の無解答率 0％ 

４ (１)正答 900 

（小数で割るわり算の計算ができるか） 

２(

２) 

正
答 

１
、
３ 

（
小
数
で
割
る
わ
り
算
で
、
除
数
と
商
の
大
き

さ
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
） 

４ （３）正答 １ 
わけ（例）かなたさんの家から学校までの道のりは、900+300＝1200

で、1200ｍです。かなたさんとほのかさんが歩いた道の

りは、1200ｍで同じです。かかった時間は、かなたさんの

方が短いです。道のりが同じとき、時間が短いほど速さが

速いので、かなたさんの方が速いです。 

※本校の無解答率 0％ 

(４) 正答 （分速）200ｍ 
     （速さの意味について理解しているか） 

 

Ｂ 図形・記述式問題 

Ｃ 変化と関係 

記述式問題 

Ｃ 変化と関係 

短答式問題 

Ａ 数と計算 

選択式問題 

Ａ 数と計算 

短答式問題 



児童質問紙から見受けられる傾向 

「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央小学校の今後の取組 

中央小学校では、全国学力・学習状況調査の結果をはじめ、日常の学習や生活から見て取れる課題につい

て全教職員で共有し、改善に向け取組を進めます。また、中央中学校区で目指す子ども像「夢（目標）を持

ち、粘り強くたくましく、学びあい高めあう子どもたち」のもと、中学校区で連携した教育を進めます。 

◆授業での「対話」を一層充実させ、学ぶ楽しさと、より深い学びの実現に向けた授業改革に取り組みます。 

①伝え合う力（対話力）の向上と協働的な学びの充実 

②ICT の有効活用等による、個別最適な学びと協働的な学びの実現 

③習熟度別・少人数指導による、個に応じたきめ細かな指導の充実 

④児童の実態に即した到達目標の設定と指導計画の立案、実施、評価による授業改善サイクルの確立 

⑤家庭学習の質と量の充実を図る取組の推進（学習内容の定着と児童同士の高め合い） 

◆家庭と連携し、生活・学習習慣の改善に努めます。 

①生活規律・学習規律の徹底 

②生活リズムチェック等を活用した生活指導の取組と家庭への情報提供 

③二者懇談等の機会を活用した家庭との情報共有と連携した指導 

間もなく、前期のあゆみ（通知表）を渡します。ご家庭でも、お子さんの学習状況を把握し、家庭学習等

へのご指導をお願いします。 

 

・普段の生活の中で，幸せな気持ちになることがある 

全国比 ＋6.7％ 

・先生は、自分のよいところを認めてくれている 

全国比 ＋5.1％ 

・平日、１時間以上、家庭学習をしている 

全国比 ＋23.8％ 

・タブレットなどの ICT 機器を使うと、自分のペースで理解

しながら学習を進めることができる  全国比 ＋12.9％ 

・自分と違う意見について考えるのは楽しい 

全国比 ＋4.2％ 

・話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、 

広げたりできている      全国比 ＋3.7％ 

・朝食を毎日食べている 
全国比 －21.7％ 

・毎日、同じくらいの時刻に起きている 

   全国比  －6.1％ 

・１日あたりの SNS、動画視聴時間が２時間以上 

                 全国比 ＋16.2％ 

・学校が休みの日、１時間以上、勉強をしている 

全国比  －6.9％ 

・英語の勉強は好き       全国比 －19.3％ 

・学校生活への満足度が高く、明るく前向

きな気持ちで活動している児童が多い。 

・平日の家庭学習の習慣化が図られてい

る。（６年生は 70 分以上が目標） 

・ICT を使用した学習が定着し，特に個別

に学ぶ場面で活動への意欲が高い。 

・授業では、他者と関わりながら学びを深

める学習スタイルが定着している。 

・起床時刻が定まらず、朝食を抜いている

児童がいる。 

・学校から帰宅後の SNS、動画視聴時間が

長い（４時間以上の児童が２割弱） 

・休日（土日）の学習時間が、平日に比べ

少ない。 

・学習の必要性は感じていても、学ぶ意欲

（楽しさ）につながっていない。 

＊96.6％の児童は英語の勉強が大切だと思っている 


